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思いや願いを生かし

学びを深める生活科の指導
－ －活動の視点を示した「学び方カード」の活用を通して

長期研修員 平井 裕美

《 》研究の概要

本研究は、活動の視点を示した「学び方カード」を活用することによって、思いや願い

を生かし学びを深めようとしたものである。具体的には、活動の視点を手がかりとして活

動の内容や方法を考え、思いや願いを具体化し問題をもつ。追究から生まれた気付きや思

いを「学び方カード」で確かめ、新たな活動の内容や方法を考える。これらの取組や気付

「 」 、 。きを 学び方カード を基に表現し 対象への見方や考え方を深める指導の工夫を行った

【キーワード：生活科 思い 学びの深まり 活動の視点】

Ⅰ 主題設定の理由

これからの社会を担う児童は、社会の激しい変化に主体的に対応できるよう、自ら学び自ら

考えるなどの生きる力を育成していくことが重要となる。

自立への基礎を養うことを究極的な目標とする生活科においても、思いや願いをはぐくみ、

児童が切実な問題意識をもって対象へ働きかけていく問題解決的な学習を展開し、自己学習力

を育てていくことが大切である。思いや願いは、個々の児童の生活経験や見方、考え方から生

じたものであり、児童にとって価値のある活動に発展していく可能性が含まれている。それら

の実現に向けて、自分なりの見通しや活動への方向性を見付けていくことで、児童は、明確な

こだわりや問題をもって主体的に対象へ働きかけ、学びを深めていくことができると考える。

指導者自身のこれまでの生活科の授業を振り返ると、具体的な活動や体験を設定することに

よって児童は興味をもって取り組むものの、さらに思いや願いを膨らませ工夫して対象に働き

かけていくということが難しかった。そのため、対象とのかかわり方や、対象への見方や考え

方を深めていくことが十分でなかったという反省が残る。それは、児童の思いや願いを具体化

するための活動の視点が示せずに活動への見通しをもたせることが弱く、児童が自分にとって

の問題やこだわりをもって対象に働きかけていくことができなかったためと考えられる。

そこで、本研究では、活動の視点を示した「学び方カード」を活用し、児童の思いや願いを

具体化したり気付きを確かめたりしながら問題意識を高め、学びを深めていく契機となる場面

に焦点をあてて研究を進めることにした。児童が「どんなことができるか、どんなことが必要

か」を考えていく際に、手がかりとなる視点が活動の視点である 「学び方カード」は、選ん。

だその視点を基にして活動の内容や方法を考え、具体化していくものである。

まず、問題をもつ場面では、思いや願いを具体化できるよう活動の内容や方法を明確にし、

切実な問題をもてるようにしていく。活動を見つめ深める場面では、追究の中から生まれた気

付きや「もっと知りたい、やってみたい」という思いを次の活動へつなげ、新たな問題解決に

向けて工夫して取り組めるようにしたい。また、活動を振り返る場面では、思いや願いを実現

、 。してきた過程を振り返り 対象への見方や考え方を深めることができるようにしたいと考えた

思いや願いから自分のこだわりや問題をもって追究へと学びを深めていくことで 児童は で、 「

きた」という喜びや成就感を実感することができ、生活の場においても新たな思いや願いをも

って主体的に対象へ働きかけていくことができるようになると考え、本主題を設定した。
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Ⅱ 研究のねらい

生活科の指導において、活動の内容や方法を明らかにするために、活動の視点を示した「学

び方カード」を活用することによって、思いや願いを生かし学びを深めることができる、とい

うことを実践を通して明らかにする。

Ⅲ 研究の見通し

１ 問題をもつ場面において、対象との出会いからもった思いや願いを具体化するよう、活動

の視点を示した「学び方カード」を使って、活動の内容や方法を考えることによって、主体

的に解決するための問題をもつことができるであろう。

２ 活動を見つめ深める場面において、新たな問題をもてるよう、活動の視点を示した「学び

方カード」を使って、追究の中から生まれた気付きや思いを確かめ、次の活動の内容や方法

を考えることによって、工夫して活動に取り組んでいくことができるであろう。

３ 活動を振り返る場面において、思いや願いを実現できたか振り返られるよう、活動の視点

を示した「学び方カード」を基にして、これまでの取組や気付きを表現することによって、

対象への見方や考え方を深めることができるであろう。

Ⅳ 研究の内容と方法

１ 研究の内容

(1) 生活科において学びを深めるとは

初めは漠然と感じ、考え、気付いていたものの中から 「自分にとってのこだわりや問題を、

もち、それを解決するために自分なりの答えや新たな問題を見いだしながら主体的に対象に働

、 」 、 。きかけ 対象に対する見方や考え方を深め変容させていく姿 を 学びを深める姿ととらえた

本研究では、その子なりのこだわりや問題に

つながる思いや願いを生かして学びを深めてい

く過程を『生活科の授業方法 （嶋野道弘編著』

ぎょうせい）を参考に、①出会い②イメージ化

（ 、 ）③試しの体験④情報加工 体験の見直し 修正

⑤本格的な体験⑥体験や成長の振り返り⑦新た

な学びへの発展という、児童の意識の流れを大

切にした七つの過程でとらえた（図１ 。）

出会いや体験の場を工夫して児童が楽しさを

、「 」実感できるようにするとともに イメージ化

「情報加工 「体験や成長の振り返り」の過程で活動の視点を示した「学び方カード」を活用」

して児童の内に芽生えた思いや願い、気付きを見取り、児童が学びを深めていく契機とする。

(2) 活動の視点とは

活動の視点とは、学習活動をより豊かにしていくだろうと考えられる見方・考え方・行動を

具体的な形で表したものである。出会いや体験を通して「やってみたい 「やらなければ」と」

思ったことを活動の視点からさらに考え、内容や方法を具体的にしていくものである。選択肢

の中から自分に合ったものを見つけ、具体的な場面をイメージ化していくことによって自分の
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こだわりを形にしたり、発想を広げて様々な活動を展開していけると考えられる。また、そう

した中で、学び方の基礎を少しずつ身に付けていくことができると考える。

資料１に挙げた活動の視点を基本と

し、単元の内容や学習過程における場

面、児童の実態に応じて、指導者が児

童に提示する視点を選ぶ。活動の広が

りや深まりを考えて、資料２のように

提示する。授業では児童が興味をもっ

て活用できるように「たんていテキス

ト」と呼び、ヒントカードとセットに

して個々の児童が持てるようにしてお

く（詳細は資料編参照 。）

(3) 「学び方カード」とは

学び方カードとは、活動の視点に基づいて思いや願いを具体化したり、活動の様子を振り返

って気付きを確かめたり新たな問題を作ったりする学習カードである（資料３ 。学び方カー）

ドを蓄積していくことで、個々の児童の学習活動の様子やその変容を知る手がかりとする。

① 問題をもつ場面での活用

思いや願いを引き出して、実

際の活動のイメージをもたせて

いくことで活動への見通しが立

ち、意欲を高めていくことがで

きる。そこで、対象との出会い

を通して感じたこと思ったこと

を学び方カードを使って引き出

し、活動のイメージ化を図る。

選んだ活動の視点の欄に付箋紙をはりながら活動の内容や方法を書き出し、計画や準備が進め
せん

られるようにする。児童の選んだ視点から指導者が思いや願いを把握し、一人一人の問題作り

に生かしていくことで問題解決への意欲を高めていくことができると考える。

② 活動を見つめ深める場面での活用

体験や活動の中で感じたことや考えたこと、気付いたことを想起したり自覚したりすること

によって、次の活動への手がかりが生まれてくる。学び方カードの記録を基に友達と報告し合

い、気付きを確かめることによって 「今度はこうしたい」という新たな思いや願いをもつこ、

学びの観点 子どもの姿 活 動 の 視 点 ヒント作り
関 心 身の回りのもの・こ 進んでやろう 作る・遊ぶ・育てる・探すな
意 欲 やってみよう と・人とのかかわり じっくりやろう ど活動の紹介【 】
態 度 に関心をもつ。 仲良くやろう など 人とのかかわり方

活動の内容や方法を 違いや同じ所は？ 他には？ 大きい小さい、長い短い、重
自分なりに考えたり なぜ？どうにやって？ い軽い、多い少ないなどの比

思 考 【考えよう】 工夫したりしながら なんのために？ べ方
取り組む。 順番は？ 目的・理由・使い道・使い方

・ 必要なものは？ など を考える窓口
・気付いたことや楽し 集めよう クイズ・新聞・劇・絵本・歌

表 現 【表そう】 かったことなどを工 記録しよう アルバムなどのまとめ方、記
夫してまとめたり表 まとめよう 録の仕方や集め方などの紹介（ ）組み合わせよう・並べよう
現したりする。 話し合おう など 伝える時のポイント

色・形・音・手触り・におい・数を見 見てくる、聞いてくる、触っ
気 【見つけよう】 五感をつかって自分 つけよう てくるものなどの事例
付 なりの「発見」を見 ひみつやおすすめを見つけよう どこを見ると、どこから見る
き つける。 おもしろい！びっくり！を見つけよう とわかるか着目したい点

ふしぎを見つけよう など

資料１　学びの観点と「活動の視点」

資料３　学び方カード（授業ではチャレンジカードと呼ぶ）資料３　学び方カード（授業ではチャレンジカードと呼ぶ）

例「町となかよし！」資料２ 「活動の視点」児童用一覧表
【問題をもつ場面】

たんていテキスト（１枚目） ヒントカード
ホップ ステップ ジャンプ （２枚目）

ップ ジャンプ
せつめい 友だちとそうだんやって すすんで じっくり なかよく
見よう してみよう、学 みよう やろう やろう やろう
考えよう いっしょにやっび
やろう てみよう。の
どうに どうしてあるの？観 考えよ ちがいは？ どうにやっ なんでだろ
のかな。 なんのためにやる点 う おなじとこ て？ う？
のかな。 のかな。ろは？
絵、図、 おきゃくさんと話

ん、音で してみよう。声のあらわ あつめよう きろくしよ 話し合おう
くしよう 大きさやひょうじそう う

ょうもだいじだよ

てみたり しごとのこつやわ見つけ 色・形・音 どれくら びっくり！
てみたり ざ、町の人のすごよう 手ざわり・ い？ ひみつを
いいよ。 いところを見つけにおいを かずを 見つけよう

よう見つけよう 見つけよう
広がり・深まり→

例【問題をもつ場面】
ねがい

もんだいホップ ステップ ジャンプ
じゅんばん ようい 見つけたよ やってみたよやって すすんでやろう じっくりやろう なかよくやろう

１みよう
活 動①

ちがいは？おな どうにやって？ なんでだろう？考えよ
じところは？う

２
あつめよう きろくしよう 話し合おうあらわ

そう
活 動③

３見つけ 色・形・音・手 どれくらい？か びっくり！ひみ

ざわり・におい ずを見つけよう つを見つけようよう
活 動を見つけよう ②
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。 。とができると考える それを学び方カードを使って書き出しながら次の活動を明確にしていく

対話や問いかけなどの支援を通して、児童は自分なりのこだわりを一層強めたり足りない部分

を補足したりしながら工夫して問題に取り組んでいくことができると考える。

③ 活動を振り返る場面での活用

体験や活動の中で、その成果を自分のものとして定着していくためには、体験を意味づけ整

理する活動が必要となる。それが表現活動であり、体験の中での様々な思いや気付きを明確に

し、関連付け、新たな発見をもたらすものである。そこで、学び方カードの中から周囲の人に

伝えたいことを選び出しまとめ、表現する。それらを伝え合い、自他の活動のよさや成長を共

有することによって、児童は対象への見方や考え方を深めるとともに、自分の学びに対する成

就感を味わい、新たな思いや願いをもって対象へ働きかけていくことができると考える。

２ 研究の方法

研究の見通しに基づき、次のような計画で授業実践を行い、検証する。

(1) 授業実践計画

(2) 検証計画

Ⅴ 研究の展開

町となかよし！ ～ 町の人のお手つだいに行こう ～１ 単元名

２ 単元の考察

３ 目標及び評価規準

検証計画 検 証 の 観 点 検 証 方 法
問題をもつ場面において 「６月の町探検で知り合った町の人ともっと仲良くなり 活動の視点を示した学び方カード＝ チャレンジカード ・自己評価 活、 「 」 （

見通し１ たい 「仕事のことをよく知り、お手伝いしよう」という思いや願いを具体化する 動の視点の選び方や活動への取組を見る ）」 。
よう 「チャレンジカード」を使って、活動の内容や方法を考えることは、主体的 個人記録シート（出会いの場や話合いなどにおける言動を分析する ）、 。
に解決するための個々の問題をもつのに有効であったか。
活動を見つめ深める場面において 新たな問題がもてるよう チャレンジカード 活動の視点を示した学び方カード＝「チャレンジカード ・地域の人や、 、「 」 」

見通し２ を使って、仕事について調べお手伝いする活動の中から生まれた気付きや思いを確 保護者（サポート隊）からのコメント・自己評価（活動の視点の選び
かめ、次の活動の内容や方法を考えることは、工夫して活動に取り組んでいくのに 方や活動への取組、気付きの変化を見る ）。
有効であったか。 個人記録シート（話合いや体験活動などにおける言動を分析する ）。
活動を振り返る場面において、思いや願いを実現できたか振り返られるよう 「チ 活動の視点を示した学び方カード＝「チャレンジカード ・作品・自己、 」

見通し３ ャレンジカード」を基にして、これまでの取組や町の人々の工夫・町のよさへの気 評価（対象への見方や考え方の変化を見る ）。
付きを表現することは 町の人に対する見方や考え方を深めるのに有効であったか 個人記録シート（振り返り・表現活動などにおける言動を分析する ）、 。 。

本単元は、学習指導要領の内容（３ 「地域と生活」に基づいて設定した。ここでは、児童が身近な生活圏である地域に出か）
け、様々な場所とかかわったり人々と接したりする中で、自分の生活とのかかわりが分かり、地域に親しみをもち、人々と適
切に接することや安全に生活することができるようになることを目指している 「町の人と仲良くなろう」という思いを膨らま。
せ 「○○さんのお手伝い」に向けて自分の問題を明確にし、視点をもって仕事の様子を調べたり、お手伝いの仕方を工夫して、
取り組んだりできるようにする。町の人々の工夫や努力に気付いたり人々のよさに触れたりしながら、町への見方・考え方を
深め、愛着をもつことができると考えた。

○町の人の仕事の様子を進んで調べたり実際にお手伝いをしたりすることを通して、自分の住んでいる町のよさや自分の生活
とのかかわりなどに気付くとともに、親しみをもって地域の人々と適切に接したり安全に気を付けて活動したりすることが
できる。

対 象 吉井町立入野小学校２年２組 名 期 間 平成 年９月下旬 ～ 月上旬 時 時間３０ ６ １１ ２０1
授業者 長期研修員 平井 裕美 単 元 町となかよし！～ 町の人のお手つだいに行こう ～
抽出児Ａ：いろいろなことに興味関心をもって取り組み、着眼点もよいが、気付きの深まりに課題がある。見通しをもって活

動したり自分の気付きを確かめたりしながら、対象へのかかわりを深めていけるよう支援したい。
抽出児Ｂ：まじめに取り組めるが、積極的に対象に働きかけ活動を工夫していく面でやや弱い。思いや願いから自分なりのこ

だわりをもって対象とかかわっていけるよう支援したい。

生活への関心・意欲・態度 活動や体験についての思考・表現 身近な環境や自分についての気付き
内容のま 地域の人々や様々な場所に親しみをもっ 地域の人々や様々な場所と適切にかかわる 自分たちの生活は、地域の人々や様々な
とまりご てかかわり、自分の生活を広げようとして ことや、安全に生活することについて考え、 場所とかかわりをもっていることが分かっ
との評価 いる。 それを表現することができる。 ている。
規準

町の人のお手伝いやインタビューなどに お手伝いの仕方や調べる方法を工夫したり 町の人たちの仕事の様子や工夫、町のよ、
単元の評 興味をもち、地域の人々や様々な場所との 分かったことや親しくなった町のことを表し さや自分たちの生活とのかかわりに気付い
価規準 かかわりを広げたり深めたりしようとして たりすることができる。 ている。

いる。
①町の人の情報に関心をもち、一緒にやっ ①お手伝いの仕方や仕事の様子を調べる方法 ①自分のかかわった人々や場所の様子に気
てみたいことを見つけようとしている。 などを考えることができる。 付いている。

学習活動 ②町の人の仕事の様子や工夫について意欲 ②お手伝いを通して、町の人との接し方や安 ②身近に感じられる場所や親しくなった人
における 的に調べようとしている。 全な行動の仕方を考えたり、町の人の仕事 が増えたり、上手にお手伝いできるよう
具体の評 ③あいさつをしたり話しかけたりするなど について調べたりすることができる。 になったりしたことに気付いている。
価規準 町の人に進んでかかわろうとしている。 ③お手伝いしたことや調べたこと、親しくな ③地域の人々や様々な場所とかかわって生

④地域の人々や様々な場所に親しみをもっ った人々や好きな場所のことを表現したり 活すると自分たちの生活が楽しく豊かに
て接しようとしている。 伝えたりすることができる。 なることに気付いている。
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（全20時間）４ 指導と評価の計画

Ⅵ 研究の結果と考察

「６月の町探検で知り合った町の人ともっと仲良くなりたい 「仕事のことをよく知りお１ 」

手伝いしよう」という思いや願いを具体化するよう 「チャレンジカード」を使って活動の、

内容や方法を考えることは、主体的に解決するための個々の問題をもつのに有効であったか

一学期の町探検を振り返り、町の人ともっと親しくなりたい、こんなことをやってみたいと

いう思いや願いを出し合って、共通テーマを設定することになった 「町の人に喜んでもらい。

たい 「自分たちにもできそうなことを考えよう」という意見が出され 「仕事のことをよく」 、

知り、喜んでもらえるようなお手伝いをしよう」というテーマを決めることができた。

、 、 （ 、 、次に どんなことができるのか チャレンジカードを使って希望先 スーパーＡ店 そば店

理容店、新聞店、しいたけ農家、図書館、歯科医院、幼稚園）での活動の内容や方法を考え、

書き出した。児童は、活動の視点を手がかりにできそうな活動を文にし、やってみたいことを

。 、「 」 、 、具体化していた また たんていテキスト のヒントをめくって 何に着目すればよいのか

学 習 活 動 支援及び指導上の留意点 観点 学習活動にお 評 価 基 準
時 □ねらい ○指導上の留意点 関 思 気 ける具体の評 評価方法
間 ○活動 ☆特に、配慮を要する児童への支援 意 ・ 付 価規準 Ａ（３） （２） Ｃ（１） 場面・方法B

態 表 き
○町の人への関心をもちお手伝い体験へ ① 思いや願いを お手伝いした お手伝いした お手伝いした チャレンジ１町の人となかよくなろう

２ ○一学期の探検を振り返って、もう一度 の意欲を高めるために 探検クイズ もち行きたい いことに、そ いことを見付 いことを記述 カード、「 」
行きたい所・やってみたいと思ったこ 町の○○さん紹介・仕事道具を触った ① 場所を決めよ の理由も付け けている。 していない。 ・記述内容
とをチャレンジカードに書く。 り使ってみたりするミニ体験を行う。 うとしている 加えている。。

○活動への見通しがもてるよう「たんて ① 町の人の仕事 町の人の仕事 町の人の仕事 町の人の仕事 チャレンジ２お手つだい どんなことができるかな
□仕事の様子をもっと知ってお手伝いを いテキスト」の活動の視点やヒントを の様子を調べ について調べ について調べ について調べ カード

するために、町の人の仕事の様子につ 基に活動の内容や方法をチャレンジカ お手伝いする お手伝いする お手伝いする お手伝いする ・活動を考
いて調べる活動を考え、準備をするこ ードに記入できるようにする。 ための活動を 活動を、３種 活動を、１種 活動を、記述 えている場
とができる。 ☆前時のカードから思いを把握し、対話 考えることが 類以上考えて 類考えて記述 していない。 面

１ ○「たんていテキスト」を見ながら調べ を通して考えを引き出すようにする。 できる。 記述している している。 ・記述内容。
ることを考え、チャレンジカードに書 ○実践への意欲を高めるため、個々の活 ② お手伝いや仕 用意するもの 用意するもの 友達から言わ チャレンジ
く。 動を全体掲示用の学び方カードにまと 事の様子に関 ・約束・イン ・約束・イン れたことをカ カード見通し１

２ ○自分の考えた活動を基に 計画を立て めておく。 心をもち、必 タビューにつ タビューの欄 ードに書いて ・準備をし、 、
準備をする。 ○計画的に準備ができるように活動の順 要なものを用 いてカードの のうち、１項 いる。 ている場面

序や必要なものをチャレンジカードに 意しようとし 内容欄をすべ 目をカードに ・記述内容
記入できるようにする。 ている。 て書いている 書いている。。

○調べたことや体験したことを、チャレ ③ 自分から町の みんなに聞こ 友達と一緒に 教師に促され 行動観察３お手つだいに行こう パート①
３ ○スーパー、そば店、理容店、新聞店、 ンジカードに書き込めるようにしてお ② 人にあいさつ える声で、マ あいさつをし てあいさつし ・町の人と

農家、図書館、歯科医院、幼稚園に１ く。 をしたり話し ナーよくあい ている。 ている。 かかわって
回目のお手伝いに行き、仕事について ○サポート隊に協力を依頼しておく。 ① かけたりして さつしている いる場面。
調べたりお手伝いをしたりする。 いる。 ・つぶやき

○お店の人の努力やお客さんのための工 ① 町の人々には 町の人の工夫 町の人の工夫 もっと調べた チャレンジ４また行きたいね お手つだい
□１回目のお手伝い体験を振り返って、 夫に着目して新たに調べたいことを考 仕事の工夫が についてもっ についてもっ いことややっ カード

新たに調べたいことやお手伝いの仕方 えたり、もっと喜んでもらえるような あるというこ と調べたいこ と調べたいこ てみたいこと ・新たな思
を考え、準備することができる。 お手伝いができるよう、チャレンジカ とに気付いて と・もっとや と、または、 を記述してい いや願いを

２ ○１回目のお手伝い体験で気付いたこと ードの記録を基に 見つけたひみつ 仕 いる。 ってみたいこ もっとやって ない。 書いている「 （
を報告し合い、もっと知りたい・やっ 事のこつ・町の人のすごいところ 」 と、理由を見 みたいことを 場面）
てみたいと思ったことをチャレンジカ について報告し合う場を設ける。 付けている。 見付けている ・記述内容。
ードに記入する。 ○児童の視野や活動が広がるように、提 ① 町の人の仕事 仕事の工夫を 仕事の工夫を 仕事の工夫を チャレンジ

・活動○「たんていテキスト２」を見ながら、 示する活動の視点を見直し、チャレン の工夫を調べ 調べお手伝い 調べお手伝い 調べお手伝い カード
を考えているお手伝いの仕方や調べる活動を新たに ジカードを用意しておく。 お手伝いする する活動を、 する活動を、 をする 活動
場面考え、チャレンジカードに書き出す。 ☆１回目のお手伝い体験のカードから様 活動を考える ３種類以上記 １種類記述し を、記述して

子を把握し 対話から考えを引き出す ことができる 述している。 ている。 いない。 ・記述内容見通し２ 、 。 。
２ ○新たに考えた活動をもとに、計画を立 ○次のお手伝いへの意欲を高めるため、 ② お手伝い体験 新たな活動に 新たな活動に 友達から言わ チャレンジ

て、準備をする。 前回のお手伝い体験の時にサポート隊 に出かける準 向けて、用意 向けて、用意 れたことをカ カード
から記入してもらったコメントを紹介 備を進んでし するもの・あ するもの・あ ードに書いて ・準備をし
する。 ようとしてい いさつ、イン いさつ、イン いる。 ている場面

○改善しながら準備ができるよう、１回 る。 タビューなど タビューの欄 ・つぶやき、
目に記入したチャレンジカードを参考 内容欄をすべ のうち１項目 ・記述内容

。 。にさせる。 て書いている を書いている
○町の人の工夫を発見できるよう、前時 ③ １回目の経験 経験を生かし １回目の経験 友達の助けを 行動観察５お手つだいに行こう パート②

３ ○１回目に行ったお店や農家、図書館、 のチャレンジカードの内容を確認し、 ② を生かして、 たアイディア を思い出しな 借りながらお ・町の人と
医院にもう一度行き、仕事について調 目的をもって活動できるように促す。 お手伝いする を出し、お手 がら、お手伝 手伝いしてい かかわって
べたりお手伝いをしたりする。 ① ことができる 伝いしている いしている。 る。 いる場面。 。

○気付きを深めるために、チャレンジカ ③ 町の人たちと 町の人たちと 町の人との チャレンジ６町のひみつを知らせよう 町の人たちや様
□親しくなった人や好きな場所のことを ードの記録や写真を基に、１回目と比 自分の生活と 自分の生活と かわりについ カード々な場所とかか
紹介する方法を考え 「町のひみつ」を べながら、２回目のお手伝い体験を振 のかかわりに のかかわりに て気付いてい ・伝えたい、 わって生活する
伝えることができる。 り返る。 ついて、２つ ついて１つ記 ない。 ことを考えと、生活が楽し

１ ○２回目のお手伝い体験を振り返って、 以上記述して 述している。 ている場面くなることに気
気付いたことを報告し合い、発表会で いる。 ・記述内容付いている。
伝えたいことをチャレンジカードに書 ○取組を振り返られるよう、チャレンジ ③ 町の人のお手 お手伝いに行 手伝いに行っ お手伝いに行 作品

・チャレンジく。 カードの中から仕事の工夫・町の人の 伝いや調べた って見たり聞 て見たり聞い って見たり聞
カードの内容２ ○広告やポスターなどで 町のニュース すごいところ・お手つだいできたこと こと、親しく いたりしたこ たりしたこと いたりしたこ「 」
を選んでいるに表す。 など「おすすめ情報」に色シールをは なった人や場 とを、相手を を表現してい とを、教師に
場面・表現し見通し３ り 表したい内容を決めるようにする 所のことを作 意識して表現 る。 促されて表現、 。
ている場面☆活動の様子を想起させよく分かった点 品に表すこと している。 している。
・問いかけがんばった点に気付けるようにする。 ができる。

１ ○作品を発表し合い、メッセージを交換 ○友達や自分のがんばり・活動のよさに ② 友達と交流し 友達との交流 友達との交流 自分や友達の メッセージ、
する。 気付けるよう、互いの作品へのメッセ 自分や友達の から新たに ひ から、自他の 活動のよいと カード「

ージを書く活動を取り入れる。 活動のよさに みつ」を見付 活動のよさに ころに気付い ・メッセー
気付いている け、自他の活 気付いている ていない。 ジを書いて。 。

動のよさに気 いる場面
付いている ・記述内容

○成就感を味わえるよう２回目のお手伝 ④ 町の人にお礼 嬉しかったこ 嬉しかったこ 伝えたいこと 作品７楽しかったね お手つだい
１ ○お世話になった方にお礼の気持ちを絵 い体験の時にサポート隊に記入しても の気持ちを伝 とや楽しかっ とや楽しかっ を教師に促さ ・表現して

や文で表す。 らったコメントを紹介する。 えもっと親し たこと・これ たことを伝え れて考えてい いる場面
くなろうとし からやってみ ている。 る。 ・つぶやき
ている。 たいことを伝 ・記述内容

えている。

（ ）※ 詳細は資料編参照見通しについては評価規準及び評価基準をそれぞれ示す それ以外は について示す。 。
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ほかにどんなやり方があるか確認し、付箋紙に書き込む様子が見ら

れた。文に表せない児童には置いた付箋紙を使って「どうしてやっ

てみたいの？ 「何を見たいのかな？」などと対話し、個々の思いを」

引き出せるよう支援した。その結果、28人が３枚以上、２人が２枚、

平均で７枚付箋紙に書くことができた。活動の視点から具体的な場

面を想像しチャレンジカードに書き出すことによって、漠然とした

思いが具体化し活動への見通しをもつことができたと考えられる。

Ａ児の書いたチャレンジカードが、資料５である。前時には「Ａ店でかごをそろえるお手伝

いをする」と話していたが、付箋紙を書き始めると「すすんでおかし（品物）をならべる」を

（ ）。「 」加えて記入した はカードに記載してある活動の視点 どうしてお手伝いを増やしたの？

と聞くと 「お店にはいろいろな仕事がありそう、ほかにもできるかもしれない」と答え 「Ａ、 、

店にはどんなしごとがあるか」と記入した。また、Ａ店にだけ流れていた店内放送やしいたけ

農家からの入荷数に関する疑問も書き入れ、興味の幅が広いＡ児が、ほかの場所と比べたり関

連付けたりしたことを活動の視点から思い起こし、記述することができたと考えられる。

Ｂ児は、しいたけに興味を

もち、しいたけ農家のＭさん

の家へ行くことにした 「に。

おいは？手ざわりは？長さ

は？しいたけパワーのひみつ

は？」と「しいたけ」につい

、て調べたいことや方法を考え

。 、付箋紙をはっていた そこで

「 やってみよう】の欄にも【

はれるといいお手伝いができ

そうだね」と投げかけると 「 すすんで）作る人のまねをしよう 「しいたけをとるときにき、（ 」

ょう力しよう」と記入し、お手伝いの仕方へと考えを広げていくことができた。チャレンジカ

、 。ードを使うことで 思いや願いを基に様々な視点から活動を考えることができたと考えられる

活動の視点を使って活動を考え、付箋紙をたくさん書き出せたことから、テーマに沿って付

箋紙を選択したりまとめたりして「ベスト３」を作った。それによって、各自の目的がより明

確になり、Ａ児は「Ａ店のしごとをいろいろ知ってお手つだいをたくさんする 、Ｂ児は「し」

いたけのことをしらべて上手にとるお手つだいをする」という問題をもつことができた。

以上のことから、対象との出会いからもった思いや願いを具体化するよう 「チャレンジカ、

ード」を使って、活動の内容や方法を考えることは、主体的に解決するための個々の問題をも

つことに有効であったと考える。

２ 活動を見つめ深める場面において、新たな問題がもてるよう 「チャレンジカード」を使、

って、仕事について調べお手伝いする活動の中から生まれた気付きや思いを確かめ、次の活

動の内容や方法を考えることは、工夫して活動に取り組んでいくのに有効であったか

１回目のお手伝い体験で気付いたことをチャレンジカードにまとめ 「仕事のこつ・町の人、

のすごいところ」を中心に、報告し合った。町の人の工夫や努力に目を向けた意見が出され、

自分の場所ではどうなのだろうという問いへとつながった。また、喜んでもらえるようにお手

伝いができたか、振り返って話し合った。よくできたことのほかにもう少しだったという意見

も発表され、自分のかかわっている○○さんのことを考えてお手伝いをしようという意識が高

まり、改善したい点が挙げられた。このようにチャレンジカードを使って体験してきたことを

資料５ Ａ児のチャレンジカード
願い 活動 問題

ホップ ステップ ジャンプ

※丸数字①②③は、Ａ児がベスト３に選んだもの

資料４ ヒントを基に
考える児童
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整理し、話し合うことによって、次の活動につながる問いや新たな思いをもつことができた。

次に、どんなことをもっと知りたいか、やってみたいか、チャレンジカードを使って書き出

した。町の人の工夫や努力に迫れるような活動の視点やヒントを「たんていテキスト」に加え

たり、サポート隊（保護者）からのコメントを伝えるなど、新たな思いや願いを引き出せるよ

うに支援した。その結果、①時・手段・方法など記述が具体的になり、自分なりの表現が見ら

れるようになった。②ホップの欄に書かれたものよりもステップ・ジャンプの欄に書かれたも

のが増えた。③活動を選びまとめていった際に、ベスト１に「～に（工夫して）お手伝いをし

たい」ということを挙げた児童が増え

た。これは、知りたいことややりたい

ことが明確になり、こだわりをもって

テーマの実現に取り組もうとする姿で

あり、部分的な見方から広い見方へ、

自分から他者との関係作りへという変

容が見られたと考える。

資料６はＢ児の考えた活動と体験後

の絵日記（抜粋）である。Ｂ児は、前

回のお手伝い体験の後 「きかいでパ、

ックにつめてすごい、あしたぼくのつ

めたしいたけがお店にあるといいな」

と記述しており 「しいたけ」から働、

くことやしいたけを作る人へと関心を

高めていた。チャレンジカードで育て

るこつや工夫について調べる活動を考

え 「おいしいしいたけ作りを知って、、

」 、 。ていねいにしごとをしよう と問題を作り さんとのかかわりを深めていくことができたM
Ａ児は、活動を付箋紙に書き出す際に 「お客さんが選びやすいように品物がたくさんあっ、

た」→「一ばん多い品物のかずは？ 「お店の入り口に広告がはってあった」→「広告はい」、

つ出すのか聞いてみる」と、これまでの気付きから活動の視点を選び、活動を考えていた。そ

して 「Ａ店のひみつをいっぱい見つける、めいわくをかけないようにお手つだいをしよう」、

と、各売場担当者など多くの方に話を伺う様子が見られた。このようにチャレンジカードを使

って活動を考えることによって、新たな問題をもって、体験を充実させていくことができた。

以上のことから、新たな問題をもてるよう 「チャレンジカード」を使って、仕事について、

調べお手伝いする活動の中から生まれた気付きや思いを確かめ、活動の内容や方法を考えるこ

とは、工夫して活動に取り組んでいくことに有効であったと考える。

３ 活動を振り返る場面において、思いや願いを実現できたか振り返られるよう 「チャレン、

ジカード」を基にして、これまでの取組や町の人々の工夫・町のよさへの気付きを表現する

ことは、町の人に対する見方や考え方を深めるのに有効であったか

２回目のお手伝い体験で気付いたことをチャレンジカードに整理して友達と報告し合い、そ

、 。 、の中から保護者にも伝えたいことをまとめ 発表することになった 友達同士での報告会では

「お手伝いが上手になった 「あいさつや話ができるようになった 「分かったことをカード」 」

にたくさん書けた」という感想が出され、自分たちの成長を振り返り共感し合う様子が見られ

。 、「 」 「 」た また とこやさんはやりがいのある仕事って言っていたよ という発表から やりがい

について意見を交わし 「お客さんに喜んでもらいたい 「お客さんの笑顔が見たい」という、 」

２回目

※丸数字①②③は、Ｂ児がベスト３に選んだもの

資料６ Ｂ児のチャレンジカード・表現物

1回目
ホップ ステップ ジャンプ



－8－

町の人たちの仕事に対する姿勢にも触れていくことができた。チャレンジカードの記録を基に

それぞれの場所で分かったことを出し合いまとめていったことによって、自分の行った場所と

ほかの場所を比べて考え、町の人へと見方を広げていくことができたと考える。

発表会に向けては、チャレンジカードの中から仕事の工夫・町の人のすごいところ・お手伝

いできたことなど「おすすめ情報」を選び、広告やポスターにまとめた。児童は、チャレンジ

、 、カードに記述してあることだけではなく まとめていく中で思い出したことを付け足しながら

自分なりの方法で書き表していた。放課後に友達同士でお手伝い先に

、伺ったり家の人と一緒に買い物に行ったりして新たに気付いたことを

書き加える児童の姿も見られた。

Ａ児は、報告会の後に 「Ａ店はお客さんに『おいしい（喜び 』を、 ）

届けている」ということを伝えたいと話しており、Ａ店でのやりがい

について考えを深めた様子がうかがえた。広告には、１回目と２回目

にチャレンジカードに記録したことを「こんなくふうがあるよ」とい

うタイトルでつなげてそれぞれの気付きを関連付けたり 資料７ ち（ ）、「

かくてべんりだよ、Ａ店じるしのしょうひんはあん心、いっしょうけ

んめいはたらいてるよ」など自分の考えを表すことができた。

、「 、 、Ｂ児は Ｍさんは育てる工夫をしていた 優しい人だったよ

町の人と仲良くなって楽しかった」ということを伝えたいと話

し、読む人が楽しめるようにタイトルや絵を工夫しながら広告

を作る様子が見られた。発表会後に書いたお礼の手紙（資料８）

には 「Ｍさんのおかげでできるようになったこと」や「しいた、

けをかいに 店に行ったこと 「また行きたいと思ったこと」なA 」

どが記述されていた。これはＭさんへの親しみや町への愛着が

深まった姿であり、学びを深めてきた喜びや新たな思いが表れ

たものととらえることができる。このように、Ａ児は幅広くも

った興味や気付きをチャレンジカードで活動につなげながら、Ｂ児は一つの窓口からチャレン

ジカードで活動を広げながら、対象への見方や考え方を深めていくことができたと考える。

「チャレンジカード」を基に以上のことから、思いや願いを実現できたか振り返られるよう、

気付きを表現することによって、対象へして、これまでの取組や町の人々の工夫・町のよさへの

の見方や考え方を深めることができたと考える。

Ⅶ 研究のまとめと今後の課題

○ 活動の視点を示した「学び方カード」を活用し、児童の思いや願いを具体化したり気付き

を確かめたりしながら問題意識を高め、見通しをもって問題解決に取り組むことができるよ

うにしてきた。初めは、活動の視点を手がかりに文にして活動を見付けていく様子であった

が、活動が進むにつれて、自分の思いや願いに沿った活動の視点を積極的に選び具体化して

いく姿が見られた。それによって、自分なりのこだわりや問題をもって主体的に対象に働き

かけ、対象に対する見方や考え方を深めていくことができたと考える。

○ 効果的に活用できるよう場面や児童の実態に応じて活動の視点やヒントとなる言葉を変え

、 。提示してきたが さらに様々な単元で活用できるように種類を増やす方向で考えていきたい
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